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ギガビット級ネットワークのバックアップ方式について

岡村耕二幸

1　はじめに

本稿では2001年12月1日から稼働する予定の九州大学ギガビット級ネットワーク(以下、

次期KITEと記す。 )のバックアップについて説明します。次期KITEでは、高性能なコアルー
タを各キャンパスの中心に1台設置して、そのコアルータから各キャンパス内の建屋をスター

状に接続するという構成を基本としています。建屋にはその中のネットワークの規模において

ネットワーク層で接続するルーティングスイッチ(いわゆるL3スイッチ)もしくは、データリ

ンク層で接続するスイッチ(いわゆるL2スイッチ)が設置されています。このように次期KITE
では各キャンパスに設置されているコアルータが非常に重要な役割を果たしているため、この

コアルータに万が一障害が発生した時のバックアップ方式を検討する必要があります。本稿で

は、このコアルータのバックアップ方法について技術的に説明し、次期KITEではどのように

対策されているか紹介します。

2　コアルータのバックアップ

コアルータのバックアップ方式ですが、基本的にはコアルータを複数台設置して1台をメ

インコアルータ、他をサブコアルータとして運用するのが一般的です。つまり図1に示すよう、

L3/L2スイッチは通常はメインコアルータを経由して通信を行ない(実線)、メインコアルータ

に障害が発生すればサブコアルータに切替える(破線)というものです。

図1:メインコアルータとサブコアルータ
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ここでメインコアルータの故障によりどのようにすればL3/L2スイッチからの通信をメイ
ンコアルータからサブコアルータに切替えるかが問題となります。 L3スイッチは経路制御プ

ロトコルをサポートしていますので、例えばメインコアルータ、サブコアルータからメトリッ

ク(経路情報の優先度のようなもの)を変えてRIP (経路制御プロトコルの一種)で経路情報を
I,3スイッチに広告しておけばメインコアルータの障害が発生した時にL3スイッチは自動的

にサブコアルータに経路を変更することができます。しかし、問題はL2スイッチの自動切替

えです。

図2:メインコアルータとサブコアルータの切替え

図2に図1をより具体化させた図を示します。図2において各建屋のホストは、 L3スイッチ

に接続されているものはdefault経路をL3スイッチに向けているため、 L3スイッチとコアス

イッチの間の経路が動的に変更されても問題は起きません.これに対してL2スイッチに接続

されているホストはdefault経路をコアルータに直接向けており、通常のホストはRIPなどの

経路情報の広告は受信していないので、動的な変更はできないのです0

このようなネットワークに対してVRRP (Virtual Router Redundancy Protocol )川とい
うdefault経路に指定するルータを冗長に設置して運用するためのプロトコルの標準化が進ん

でおり、すでに多くの製品にはこの機能が組み込まれています　VRRPによって図3に示すよ

う、メインコアルータ、サブコアルータはグループ化されて一つの仮想ルータのように扱われ

ます。なお、図3のL3/L2スイッチからコアルータまでのネットワークは論理的に書いており、

物理的なネットワークは図1-2と同じくそれぞれのL3/L2スイッチからメイン、サブそれぞ

れのコアスイッチまで別途配線されています。

仮想ルータは一つの仮想的なIPアドレスを持ち、通常はメインコアルータがその仮想IP

アドレス宛のパケットを処理しています。メインコアルータに障害が発生してサブコアルータ

に切り替わるとその仮想Ⅳアドレス宛のパケットをサブコアルータが処理することになります

ので、 L3/L2スイッチから見ると常に同じIPアドレスに対してパケットを送ればいいことにな

ります。ここでVRRPは、ルーティング用のプロトコルなので、ルータではないL2スイッチ

はこのプロトコルを使えませんが、 L2スイッチの場合、 Router Redundancy Protocolスヌー

ビング機能によって、コアスイッチの切替が可能となります。つまり、 L2スイッチは回線上を

流れるVRRPのパケットをモニタしておき、コアルータが変更になったというVRRPパケッ

トが流れると、自動的にパケットの送信先をサブコアルータの方に向けることができます。

図4にVRRPを応用して複数のコアルータを使って通信の負荷分散をさせている様子を示
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図3: VRRP

しています。つまり、あるコアルータは複数のグループに所属させることができるので、図4

の左のコアルータを網かけのグループのメインに、右のコアルータを白抜きのグループのメイ

ンにして、サブルータを逆に設定することができますoそしてL3スイッチをほどよく網かけ

のグループ、白抜きのグループに振り分けておけば通常状態で複数のコアルータをフルに利用

でき、また、いずれかのコアルータに障害が発生しても障害の発生していないルータがあれば

自動的に通信が振り替えられます。同様にL2スイッチも複数のルータによって負荷分散させ
ることができます。

3　次期KITEのバックアップ方式について

最後に実際の次期KITEではどのようなバックアップ方式がとられようとしているか紹介

します。まず、コアルータの二重化ですが、これはまずは最も規模の大きい箱崎キャンパスの

みを対象にする予定です;。次にバックアップ方式ですが、次期KITEに設置されるL3スイッ

チはアライドテレシス社製のCentreCOM 9606SX/SCという機種ですが、実はこのル-テイ

ングスイッチはVRRPの機能がまだありません。 L2スイッチはやはりアライドテレシス社製

のCentreCOM 9006SX/SCですがこれはRouter Redundancy Protocolスヌービング機能を

有しています。これらのことを考慮して、次期KITEのバックアップは図5に示すよう、 L3ス

イッチとコアスイッチの間はRpのメトリック債でコアスイッチの切替をし、 L2スイッチは

Router Redundancy Protocolスヌービング機能でコアスイッチの切替をするというものです.

このような運用を実現するために箱崎キャンパス用のサブコアスイッチ、 L3/L2スイッチ

をサブコアスイッチに接続するためのギガポートを新たに調達中です§。また、 L3/L2スイッチ

の設置されている各建屋とメインコアスイッチ、サブコアスイッチの設置される情報基盤セン

ターの間にはバックアップ用のケーブルがメインコアスイッチ用とは別に引かれていますので

バックアップシステムにはこのケーブルを専用に用いることができます。そのため、コアルー

タの障害時だけではなく光ケーブルの障害時にも自動的にサブコアルータに通信が切り替わる

t他キャンパスのコアルータは今の所二重化されません。

52001年10月1日(月)に開札が行なわれ、落札業者、機種が決定します。
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図4: VRRPによる負荷分散

図5:次期KITEのバックアップ方式
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ようになっています。

なお、コアルータの障害の他にも、 L3/L2スイッチや建屋の各階に設置されるギガビットハ

ブの障害も想定されます。これらの障害を想定してL3/L2スイッチ、ギガビットハブ全てを二
重化させておくのは非常に経済的な負担が大きくなるため、故障時には一時的な代替のスイッ

チでサービスを迅速に代行できるような体制を整えています。

4　おわりに

次期KITEにL3スイッチとして設置されるアライドテレシス社製のCentreCOM 9606SX/SC

というルーティングスイッチですが、メーカによればVRRPの機能はいずれサポートされると

いうことです。そうなれば、 L3/L2ともにVREPで運用できますので、図4のように2台の

コアスイッチを同時に運用させ、通信パケットの負荷分散も同時に行なえるようになります。
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